
デンヨー(社長：吉永 隆法氏)、コマ
ツ(社長：小川 啓之氏)、日立製作所
(社長兼CEO：小島 啓二氏)は、コマツ
と日立製作所が技術供与し、デンヨー
が開発に取り組んでいた250㎾水素混
焼発電機の製品化に成功した。
水素混焼発電機は、燃料に水素を最

大50%混合した発電が可能で、軽油の
みを燃料とした場合に比べ、発電時の
二酸化炭素(CO₂)排出量を最大50％削
減する。

コマツは、カーボンニュートラル実
現に向けた取り組みとして同発電機の
初号機を小山工場に導入し、2023年9
月中の本格稼働を目指している。

水素は燃焼速度が速く、燃焼温度が
高い特性があるため、軽油と同様のエ
ンジン制御では異常燃焼の発生や窒素
酸化物(NOx)の生成が多いといった課
題があった。
こうした課題を解決するため、3社

は以下の役割分担で水素混焼発電機の
製品化に向け取り組んだ。
■コマツ
発電機用の電子制御エンジンSAA6D1
70E-5Rの提供、およびNOxの発生抑
制と異常燃焼防止に関する燃料噴射制
御技術の供与。
■日立製作所
エンジンへの水素供給量の制御、およ
びセンサーによる燃焼状態の監視と異

常燃焼発生時に安全に停止する新機能
の実装。
■デンヨー
水素混焼発電機としてパッケージ化お
よびNOxの発生抑制のため軽油の噴射
制御の最適化(コマツと共同で実施) 。

コマツは中期経営計画において、20
30年までに製品使用により排出される
CO₂の50％削減(対2010年比)、生産に
よるCO₂排出の50%削減(対2010年比)
を経営目標に掲げるとともに、2050
年カーボンニュートラルをチャレンジ
目標としている。
コマツはこれまでに、小山工場にお

ける水素燃料電池を搭載したコンセプ
トマシンの実証実験や、欧州工場にお

ける工場出荷製品への充填燃料を水素
化植物油に順次切り替えるなど、自社
だけでなく顧客が使用する製品も含め
たカーボンニュートラルに、あらゆる
方面から取り組んでいる。今回の水素
混焼発電機の導入もその取り組みの一
貫で、CO₂排出量削減効果の高い水素
混焼発電機を導入した。

コマツは、パートナー企業とのコラ
ボレーションを今後も進め、カーボン
ニュートラル実現に向けた取り組みを
さらに推進する。
中期経営計画「DANTOTSU Value –

Together, to “The Next” for sustainabl
e growth」に掲げている、ダントツバ
リュー(収益向上とESG課題解決の好
循環を生み出す顧客価値の創造)を通
じて、未来の現場に向けた次のステー
ジに踏み出し、サステナブルな未来を
次の世代へつないでいくため、新たな
価値創造を目指していく。
日立製作所とデンヨーは、福島県お

よび宮城県富谷市での実証等を通し、
水素混焼発電機の開発を進めてきた。
今回の初号機納入を契機に、今後、水
素サプライチェーンを構築するための
キープロダクトとして水素混焼発電機
を拡販し、カーボンニュートラルと水
素社会の実現に貢献していく。
■水素混焼発電機の仕様
◇発電出力：250㎾
◇出力電圧：200/400V
◇周波数：50㎐
◇水素燃料消費量：115Nm3/h(50%混
焼時)

◇軽油燃料消費量：34L/h(50%混焼時)
◇発電効率：35～40％
◇水素混焼率範囲：0%～50％(軽油の
みでも運転可能)

(※資料提供：デンヨー)
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製造業のビジネスチャンスが見える
モノづくり最新情報サイト
じゃぱんお宝にゅ～す
https://japan.otakaranews.com

モノづくり現場の未来を見つめる
製造業応援サイト

じゃぱんお宝WEB新聞
最新情報満載！好評配信中！

“サステナブルな未来を次の世代へつなぐ”
水素混焼発電機1号機 コマツ小山工場導入

■デンヨー株式会社URL→ https://www.denyo.co.jp/
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今後の展開


